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脈絡膜メラニン細胞と弾性線維

船田みどり,三松 年久,所   敬
東京医科歯科大学医学部眼科学教室

要  約
脈絡膜メラニン細胞の機能については,ま だ明らかでない点が多いが,そ の解明の一助 として,脈絡膜メラ

ニン細胞の細胞外構築,特に細胞外線維について電顕的に観察した。有色家兎において, メラニン細胞は su‐

prachOroideaに多 く分布 し,線維芽細胞と交互に層状に配列していた。メラニン細胞と線維芽細胞の間には,

多 くの膠原線維,弾性線維が存在していた。均―な膠原線維束を胞体内に抱え込む像はメラニン細胞に特異的

に認められた.一方,弾性線維とは更に近接 した位置関係がみられ,メ ラニン細胞の周囲に,弾性線維東及び

microObril束 が多 く見られた。更に弾性線維に沿って細胞突起が伸展 しており,真皮メラニン細胞と同様に,

弾性線維が脈絡膜メラニン細胞の細胞配列に関与 している可能性が示唆 された。(日 眼会誌 94:352-358,

1990)
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Abstract

The relationship between choroidal melanocytes and elastic flbers as well as collagen fbers was

studied by electron microscopy. In pigmented rabbits (Dutch rabbits), the choroidal melanocytes were

distributed mainly at the suprachoroidea and formed layers alternating with fibroblasts. The elastic

fibers and oxytaran fibers were in close proximity to the melanocytes and their cytoplasmic processes

aligned along the long axis of the elastic fibers. Furthermore, the bundles of the collagen fibers were

engulfed by the melanocytes. The present flndings suggest that the choroidal melanocytes have a close

relationship with the elastic fibers, as has been reported with dermal melanocytes and elastic fibers.

(Acta Soc Ophthalmol Jpn 94: 352-358, 1990)
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I緒  言

脈絡膜には多くのメラニン細胞が存在する。その機

能として,強膜からの透過光を防ぐという遮光作用が

指摘されているが,その他の意義については明かでな

い。Wolterl)ら は,組織学的検索により,メ ラニン細胞

が脈絡膜血管及び神経と極めて近接して認められるこ

とから,遮光以外に何か重要な機能的意義を持ってい
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るのではないかと推測した.近年,松坂2)は ,ラ ット及
びヒトの脈絡膜メラニン細胞の細胞構築について報告

した。メラニン細胞が三次元的に網状に配列して隣接

細胞間に gap junctiOnを 認めたことから脈絡膜循環

に関与している可能性を示唆した。我 3々)は ,先に電気

生理学的方法で脈絡膜 メラニン細胞間にdye cOu―

pHngが認められたことから機能的な細胞間連絡が存
在する可能性を想定した。しかしながらその具体的な

機能については未だ不明である。今回我々は機能を明

らかにする検索の一環として脈絡膜メラニン細胞と細

胞外線維の関連について電顕的に観察した.

II 実験方法

実験動物として,有色家兎 (ダ ッチ種)6羽 (生後
6～ 12カ 月の成熟家兎 4羽,生後 3カ 月 1羽 ,27カ 月
1羽)を用いた.耳静脈よリベントバルビタールナ ト
リウム過剰投与で殺した後,2.5%グ ルタールアルデヒ

ドー0.lMカ コジル酸緩衝液(pH7.4)で,経心室的に,
灌流固定した。 1時間後眼球を細切し更に24時間固定
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した.そ してこの試料を 2時間 1%オ スミウム酸にて
後固定した後,ユ タノール系列で脱水し,エ ポキシ樹
脂 に包埋 した。包埋試料 か ら ミクロ トーム (MT
6000‐XL,RMC)で lμm切片をつくり, トルイジンブ
ルー染色をおこない光学顕微鏡で観察した。次いで超

薄切片を作成し酢酸ウラニウム及びクエン酸鉛で二重

染色し透過電子顕微鏡 (H‐ 600,Hitachi)で 観察した。

さらに,梶川法によるタンニン酸染色 (弾性線維染
色)4)をおこなった。尚,今回の観察部位は後極部中心
領域とした。

III 結  果
1.脈絡膜メラニン細胞の分布

有色家兎においては,メ ラニン細胞は suprachor‐

oldeaに 多く分布しており,線維芽細胞と交互に層状
に配列していた(図 1).こ の部位で見られる線維芽細

胞は非常に長 く薄い突起を有し, メラニン細胞は一つ

または二つがこの線維芽細胞に挟まれていた。 このメ
ラニン細胞が挟まれた間隙には,膠原線維,弾性線維

図 1 成熟家兎脈絡膜,suprachoroidea.下 方は強膜に続く。メラニン細胞 (M)と
線維芽細胞 (F)は層状に分布している。メラニン細胞は胞体内にメラニン顆粒を保
有していることから識別される。メラニン細胞は線維芽細胞の細い突起に狭まれた

間隙に見られるが, *で示すように,線維成分の見られない無構造物質を満たした
間隙も見られた.(× 3,100)

_`



354 日眼会誌 94巻  4号

図2 メラニン細胞の水平切片像.広がりを持った大きな細胞として認められる。挿
入図は,脈絡膜剥離伸展標本の光顕像 (× 500).メ ラニン細胞 (M)は,明 るい核
とメラニン顆粒により黒く見える樹枝状の細胞突起を持った細胞として見られる.

(× 4,400)

図3 メラニン細胞 (M)の 細胞突起が,弾性線維東 (↓ )に沿って伸展している部
位が認められる。また胞体内に膠原線維東を抱え込んでいる部位が認められる(*).

Vは線維芽細胞の細い突起を示す.(× 7,500)
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図4 メラニン細胞の周囲には amorphous cOmpOnent(ac)を 中心に micro■brilが
取り囲む弾性線維と (4.a),単 に micro■ bril東からのみ構成される oxytaran線 維
が認められる (4.b)。 (× 160,000)

図5 水平断ではメラニン細胞の突起 (V)に伴走するmicronbril束 (↓ )が認めら
れる.(× 23,000)
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などの細胞外線維が豊富に見られた.一方,線維芽細

胞に挟まれた間隙で,線維成分を含まずに無構造物質

を満たした間隙が見られた(図 1*)。 個々のメラニン

細胞は核の部分で最も厚 く約5um,切片上の突起の長

さは約40～ 50umの 薄 く偏平な細胞 として認められた

(図 1).脈絡膜剥離伸展標本では,個々のメラニン細

胞は樹枝上の突起を持つ細胞として認められるが (図

2挿入図),水平切片でも広がりを持った大きな細胞と

して観察された (図 2).

2.細胞外線維
メラニン細胞の周囲には,周期性横紋を持った膠原

線 維 と,amOrphOus coreを もった 弾 性 線 維 ,

micronbrilが認められた.膠原線維は,直径50～ 80nm

ではぼ均一であり,細胞間質に東状に存在するものが

多かったが,なかには細胞突起に抱え込まれている像

が認められ,こ の様な所見はメラニン細胞に特異的に

認められた (図 3*)。

弾性線維には,amOrphOuS COreと 周囲の約10nmの

中空状に見えるmicronbrilか らなる構造を持つもの

と(図 4a),micro■bril束 からのみ構成され形態的には

。xytaran■ ber5)と 思われるものとが認められた (図 4

b)。 これらの弾性線維は,横断面では細胞膜に沿って
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平行に走行している像も認められた.更にメラニン細

胞の突起がこの弾性線維に沿って伸展している部位も

認められた (図 3矢印).水平切片像では,樹枝状の突

起の間に micronbril東が認められた(図 5矢印)。 梶川

法による弾性線維染色では電子密度が高く描写される

amOrphO“ coreを 持った弾性線維 (図 6矢印)と

micro■ bril東からのみ構成された線維束 (図 6矢印

頭)と 区別された。

生後 3カ 月,及び27カ 月の家兎においても同様に,

膠原線維,弾性線維が認められたが,27カ 月の家兎で

は 6～ 12カ 月の家兎に比べ,micronbrilが増加してお

り,更にこれが胞体内に抱え込まれている像が認めら

れた。

一方,胞体内に melanoSOme complex,lysosomeが

有 り,指状突起に富む melanophageと 思われる細胞

周囲にはこれらの細胞外線維は見られなかった。

IV考  按

suprachOroideaは ,強膜と脈絡膜血管板の間に位置

し,膠原線維の間に多くの線維芽細胞,メ ラニン細胞,

神経節細胞,神経叢が存在するが,組織としては特殊

な構築を持たないとされている
。)。 しかしながら,脈絡

図 6 梶川法による弾性線維染色では amorphous componentが 濃染する弾性線維
(↓ )と ,micro■bril東 (V)が区別される。(× 23,000)
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Alexader15)16)らの総説があり,角膜,強膜,脈絡膜に

広く分布するとされている。特に,強膜 lamina nsca

及び suprachoroideaに 多いことは知られているがそ

の意義に次いては明らかではない.弾性線維は,一般
的には線維芽細胞や平滑筋細胞によって作られ,結合
組織中に膠原線維と共に認められる.しかしその分布
は場所によりかなり大きな差異が有 り,動脈,弾性軟
骨,靭帯のように生理的に弾性が強く要求される組織
には豊富に存在するとされている5).今 回の観察で su‐

prachoroidea周 囲に多く認められたことは,こ の部位

に生理的ス トレスがかかることを示しているとも考え

られる.すなわち suprachOrOideaが 脈絡膜の循環状
態によって変化した血管容積を干渉する組織間隙とし

て機能するために弾性を必要とすると考えられる。 さ
らに, ここにみられる組織間隙にリンパ間隙が含まれ

るとすれば,皮膚 リンパ管に於て指摘されているよう
に17), リンパ間隙の過剰な伸展からの保護作用に関係

しているとも考えられる。

また今回 oxytaran線維が観察された.oxytaran線

維は amorphous componentを 有 しない micronbrn

のみから構成されている線維であり,未熟弾性線維と

も考えられるが,必ずしも成熟とともに amorphous

componentす なわちエラスチンが沈着するものでは

なく,elaunin線維 と並んで弾性線維系として広 く生

体内に分布すると考えられている。)。 眼内においては,

チン氏帯が oxytaran線維により構成されており,生
涯エラステンの沈着が見られないことが有名である

が18),近年家兎角膜内にも認められると報告されてい

る19)。 これらの線維の産生及び機能についてはまだ明

らかではない。今回27カ 月の比較的加齢を得た家兎で

メラニン細胞に抱え込まれて,micronbrilが著しく増

加しているのにたいしてエラスチンが沈着していない

像がみられた。このことからも,suprachoroideaと 弾

性線維系, さらにメラニン細胞との関係に付いて今後

検討する必要があると思われた。

この論文の要旨は平成元年第93回 日本眼科学会で発表し

た。尚,本研究は文部省科学研究費補助金一般研究 (A)
63440066の援助を受けた,
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